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口
▲鞠智城跡からは､’ '水の, ' i i t l l l城では初めて
の八角形雄物跡が発兄されました。!|if l 'ilの二
』ﾘ!(イーソン)|||城でも兄つかっており､l' l i l ' i lの

文化交流を考えるIでも11t!而な世|;,'ifです。

一一-----V--ヘーーーー一一一ー一世ハー

） も つ か ん

しよう こ

唄像図

ち よ す い

うすい木の板に里で
文'了曾を善いたものが
兇つかりました。

I

飲み水の他、

色々な用途に
使われたダム

のようなもの

です。
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た て も の あ と

建物跡(現在までに66棟の建物跡が見つかっています。
柱があったところに､28人が立っています。
建物の大きさが良くわかると思います。

56号礎石建物跡(米倉）
かわらのきまる が わ ら

瓦 ( 軒 丸瓦） - ‘ - 毛 一 - F 画

右の'jj :典の凡は屋根の!|1 | '

先をかざるもので､この凡は

今から約1,300年111に作ら
れた､熊本県で最も古い||キ
代のものです。

／

'|3の建物跡が見つかっています。

’ています。 ’

1
､ます･ ’

零
，6号礎石建物跡(米倉)｜
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1

日本.百済の連合軍VS唐.新羅の連合軍｜
今か瀞そ,300Ⅷ､,,,国には倉という'膿'が朝鮮'堂脱》には北に嵩礁｜
南川に百済南東に新羅と‘,う3つの川があり唐が棚鮮'豊島に進川する｜

｜機会をねらっていました。

660年瘻と新羅は連合して百済を滅ぼしてしまったので､''本は百済を｜
復活させるために大巾を,1，鮮ゞ'全島に送り込み唐と新羅の迎合軍と職い《
をくりひろげました。 1

はく すきのえ 1

663年､白村江で､人きな職いをしましたが敗けてしまい､'二1本軍は百済 ’

｜の人達と共に､日本に逃げﾉﾙﾙりました。

や ま じ ろ

日本を守るための山城(墓地)造り
白村江の帆いに敗れてしまった結果､逆に日本が唐･新羅の迎合' ' l iに

攻められるおそれがII1 '!てきたために､lll城(jIf地)をつくってH本を守ろうと

しました。
だ さいふ お お の

そこで火ｲll朝廷は､火宰府を守るため､百済の人達の猯導のもとに入野
じよう き い じよう か ね だ じ . k う つ し ま

｣戒(福|川ﾘ!L)、jI唾F城(14ff'( IIL)､金出城( ｣i'l'叶県対･ﾙ1ｳ)をつくりました。
しよくりょう ぶ き さ き も り へぃし

鞠智城は､これらの111城に､食栂､武器､|りj人(兵-t)などを補給するた
し え ん き ち

めの支援｣if地として､つくられたと考えられています。

さいわい､戦争はおこらず､鞠智城は政1i ' (役所)に変化して､南ﾉし州-

，冊を支I咄する拠点となったようです。
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に整備されて行きます｡I

建物跡明示施設イメージ図
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鞠琶城へ
行ってみよう！
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築城の指導をした百済の王族､東側には八方ヶ岳に祈りをさ

さげる巫女､北側には一対の鳳凰が､また万葉集から3首の

防人の歌と ､周囲に鞠智城の歴史を解説した6枚のレリーフ

で構成されています。

熊本県教育庁文化課

鞠 智城跡調査事務所
〒861-04熊本県鹿本11;菊肥町大字米脈'推艮者原

TEL O968-48-3178 FAX O968-48-3697

制作印刷 （株)トライ
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 この電子書籍は、鞠智城ってな～に？ を底本として作成しました。閲覧を目

的としていますので、精確な図版は発掘調査報告等、他の書籍から引用してくだ

さい。 

 鞠智城跡の発掘調査報告は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県

の教育委員会と図書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。

所蔵状況や利用方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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